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天水町には 3つの小学校と 1つの中学校があ って、その全てがネ ットワークで継れていま
す。そこでは 3年前からパソコン通信を利用した学習活動が行なわれていますが、北海道
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図 5・ 「クサフグjの写真
教材としての WorldWide Web 
こういう形で、 WorldWide Webを情報発信のツールとして使っています。他方、 World












































































































































それから電子メールについて、 IDを与えるかどうか、グループ IDや個人の IDにするか
ということを先生方が迷われています。この問題を考えてみると、例えば小学校だと一人
一人が個人でIDを持ってメールを出すというのは、かなり難しいということもあるのでは
ないかという気がします。一方高校生くらいになると、個人で発表するという取り組みが
あっています。学年によって、小学校、中学校、高校という風に、インターネットに対し
て成熟度が違ってくるということもあると思います。
いくつかの学校では講習会を聞いて、 IDを出す為の事をやっています。
インターネットを教室に持ってくる時に、今一番問題になる事について言えば、システム
の構築と維持、管理ではないかと思います。私も先ほど、中学校のwwwをアクセスする
つもりでいたのですができなくて、 OHPを使ったというわけですけれども、インターネッ
トの技術というのは、現状で、使っていこうとすると非常に故障が多い、未完成な技術です。
この技術というのは将来社会に大きな役割をするらしい。教育の場でやるというのは、そ
ういう未来の社会に生きる子どもたちのために、未来に備えて教育しているわけです。
そうすると教育の方ではどうなってしまうかというと、未来に完成される技術、今は未
完成なその技術を使って、今教育をしなければならないという事になってしまいます。
今のインターネットを家庭ですぐに使えるかというと、まだまだテレビのようにスイッ
チを入れてすぐ見るというようなわけにはいかないという状況なわけです。そういう中で、
それを教育の方で使っていくという事になっているわけです。
インターネット・システムの構築、維持、管理、こういった条件についても現在は全く
出来ていません。
コンピュータは良く自動車に対比されますが、自動車は、誰でも免許さえ取れば楽に乗
れるようになっています。そのためには道路があって信号があって、修理屋さんがあって、
故障しない完成度の高い自動車があってという、社会的なシステムができています。そう
いう社会的なシステムが全然できていないのが、今のインターネットの状況です。将来は
こういうものをサボ}トしていく体制が、できていかなければならないと思います。
インターネットは今出来かかったばかりのものであって、いろんな可能性を持っている。
しかし、それは将来への可能性であって、現実にはできるかどうかとか、いろんな制約が
あります。それを教育の場で現在使って行くわけです。ぞれで今実際に出来る事を見極め
ていく必要があります。コンピュータが落ちる、ネットワークが切れるといった、そうい
う技術が完成していないという事を頭に入れておかないと、苦労ばかり多くなるというこ
とになると思います。
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このことに関連して、今インターネットを使うという事について、先生方は非常に苦労
されています。熱心にやっておられる先生に伺うと、一般に睡眠時間が少なくて、 1日5時
間、 4時間という睡眠時間でいらっしゃいます。他の先生と同じように通常の学校活動に参
加された上に、まだ未完成なインターネットと格闘して使っていらしゃるわけです。それ
で睡眠時間にしわ寄せが行きます。
もし今日のこの会に、校長先生や教育委員会をやっておられる先生がいらっしゃいまし
たら、ぜひその辺をなんとか改善するようにご配慮お願いします。こういった事で、頑張っ
ておられる先生方をサポートしていく、そしてインターネットを誰でも、どんな先生でも、
睡眠時間が少なくない先生も使う事ができるというようにしていくことが必要ではないか
と思います。
おわりに
インターネットを教育の場で使うと、どんな使い方ができるかということでお話して参り
ましたが、インターネットを使っていく時ιは、やはり教育計画の中で実践していくとい
う事が必要だと思います。インターネットは、教育計画の中の一部として使う。もちろん
インターネットは全てではないという事です。
それからインターネットは、教室に新たな教育の可能性をもたらしますけれど、教育と
いう事を考えた時に、インターネットにより外の世界に聞かれた教育とは別に、閉じた教
室の中での教育というものも大事ではないかと思います。
学ぶということは、人間の頭の中にいろんな概念を作って行くことだと思いますが、頭
の中に概念をつくって行くのは時間のかかるもので、じっくりと先生と考えながら、また
は自分で一生懸命考えて、頭の中に自分の考えを作っていくという方法が基本ではないか
と思います。そのためには、考えたいと思う、そのための資料をもらう、動機付けや興味
や関心を引き起こすそういう意味でインターネット、いわゆるネットワーク上から情報を
持ってくることも必要ですけれども、同時にそれをじっくり考える、余分な情報を遮断し
て、閉じた情報空間でものを考える、そういう閉じた空間での従来型の教育も、教育の中
の重要なものとしてあるのではないかと思います。
そういった教育が基本にありながら、インターネットは教育の場に教育を活性化する新
しい可能性をもたらしつつあるというのが今の姿ではないかと思います。
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